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書
　

評

Jennifer M
. W

elsh, ed., H
um

anitarian 
Intervention and International R

elations 
(Paperback edition), (O

xford: O
xford U

niversity 

P
ress, 2006, c2004).

中
　

野
　

涼
　

子

一
　

は
じ
め
に

冷
戦
体
制
の
崩
壊
後
、
国
際
秩
序
の
安
定
化
の
た
め

の
新
た
な
枠
組
み
が
模
索
さ
れ
る
中
で
、
人
道
的
介
入

（hum
anitarian intervention

）
の
問
題
が
注
目
を
集

め
て
い
る
。
国
際
社
会
か
ら
大
国
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

対
立
の
問
題
が
取
り
除
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
各
地
で
内
戦
が
勃
発
し
、
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
や
大
量
の
難
民
を
生
み
出
す
重
大
な
人
道
危
機

が
表
面
化
し
た
。
こ
の
た
め
、
冷
戦
中
に
あ
ま
り
注
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
国
内
に
お
け
る
民
族
紛
争
が
国
際

社
会
の
平
和
と
安
全
を
脅
か
す
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
該
国
の
同
意
な
く
し
て
行
わ
れ
る
実

際
の
武
力
介
入
が
様
々
な
レ
ベ
ル
で
事
態
を
深
刻
化
さ

せ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
人
道
危
機
に
対
し
て
強
制

措
置
お
よ
び
軍
事
的
手
段
を
取
る
こ
と
の
合
法
性
、
正

当
性
、
実
効
性
に
つ
い
て
は
異
論
も
多
く
、
国
際
社
会

が
抱
え
る
重
要
な
問
題
と
し
て
今
後
も
議
論
の
継
続
が

予
測
さ
れ
る
。

二
　

本
書
の
課
題

本
書
は
、
二
〇
〇
一
年
十―

十
二
月
に
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
学
術
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
、
国
際
法
、
哲
学
、
国
際
関
係
論
の
分
野
で
活

躍
す
る
研
究
者
と
実
務
経
験
者
が
、
人
道
的
介
入
の
問

題
に
つ
い
て
考
察
し
た
成
果
で
あ
る
。
本
書
で
言
う
と

こ
ろ
の
人
道
的
介
入
と
は
、「
大
規
模
な
人
権
侵
害
を

糾
弾
も
し
く
は
大
規
模
な
人
道
被
害
を
防
止
す
る
目
的

で
、
武
力
を
伴
う
形
で
強
制
的
に
行
わ
れ
る
国
家
内
政

へ
の
介
入
」
で
あ
る
（
三
頁
）。
十
章
か
ら
な
る
本
書

は
、
第
一
部
で
、
国
際
関
係
論
が
人
道
的
介
入
の
問
題

を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
の
か
を
概
観
し
、
第
二
部

で
は
、実
際
の
人
道
的
介
入
の
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
、

よ
り
具
体
的
に
武
力
介
入
に
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
。
各
章
を
読
む
と
、
各
論
者
の
見
解

が
披
瀝
さ
れ
て
い
る
単
な
る
論
文
集
と
い
う
よ
り
は
、

互
い
の
成
果
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
の
考
察
の
集
大

成
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
編
者
で
あ
る
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
・
ウ
ェ
ル
シ
ュ
（Jennifer M

. W
elsh

）
に

よ
る
序
章
・
終
章
も
、
各
研
究
者
の
知
見
を
生
か
し
な

が
ら
人
道
的
介
入
に
お
け
る
重
要
な
論
点
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

序
章
に
あ
た
る
第
一
章
で
、
ウ
ェ
ル
シ
ュ
は
本
書
の

テ
ー
マ
と
し
て
三
つ
の
課
題
を
設
定
し
て
い
る
（
一―

三
頁
）。
第
一
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
人
道
的
介
入
は
、
国
家
主
権
と
人
権
保

護
の
た
め
の
武
力
行
使
の
間
の
緊
張
関
係
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
緊
張
関
係
は
、「
権
威

と
し
て
の
主
権
」
か
ら
「
責
任
と
し
て
の
主
権
」
へ
の

国
際
規
範
の
変
化
や
、
国
内
に
お
け
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

や
内
戦
に
よ
る
大
規
模
な
難
民
の
発
生
な
ど
の
人
道
危

機
が
「
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
お
よ
び
侵

略
行
為
」（
国
連
憲
章
第
七
章
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
、
内
包
さ
れ
て
い
る
。
第

二
に
、
人
道
的
介
入
と
い
う
新
し
い
規
範
に
対
し
て
多

く
の
異
論
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
な
か
で
も
国
際
社
会
を

構
成
し
て
い
る
国
々
か
ら
の
反
対
論
や
武
力
介
入
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
負
の
効
果
に
関
す
る
問
題
が
あ

る
。
第
三
に
、「
人
道
上
の
惨
事
」
を
防
ぐ
た
め
の
兵

力
と
費
用
を
拠
出
す
る
意
志
、
お
よ
び
武
力
行
使
を
実

行
す
る
能
力
に
つ
い
て
で
あ
る
。

三
　

理
論
的
考
察

第
二
章
で
、
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ュ
ー
（H

enry Shue

）

が
、
人
道
的
介
入
を
支
え
る
哲
学
的
基
礎
と
し
て
、
国

家
主
権
が
人
権
概
念
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
と
い
う
論

理
の
構
築
を
試
み
る
。
従
来
の
理
論
で
は
、
主
権
国

家
の
国
内
事
項
を
不
問
に
付
す
「
内
政
不
干
渉
の
原

則
」
は
、
道
徳
的
に
問
題
の
あ
る
行
為
を
行
う
国
家

の
「
権
利
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
シ
ュ
ー
は
、
一
八
世
紀
の
哲
学
者
で
あ
る
ヴ
ォ
ル

フ
（C

hristian W
olff

）
や
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
（E

m
m

erich 

de Vattel

）
の
所
説
に
お
い
て
も
国
家
主
権
が
無
制
限

の
も
の
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、
国
家
の
行
為
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に
も
権
利―

義
務
の
論
理
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示

す
。
し
か
し
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
と
理
由
に

よ
っ
て
、
国
家
主
権
が
制
限
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
シ
ュ
ー
は
、「
最
初
の
義
務
が
履
行
さ
れ
な
い
場

合
に
生
じ
る
義
務
」（default duties

）―

例
え
ば
、

殺
人
を
行
っ
た
個
人
は
、
人
を
殺
す
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
最
初
の
義
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
取
り
締
ま
る
第
二
、
第
三
の

義
務―

の
存
在
が
国
家
主
権
を
制
限
す
る
と
示
し
た

上
で
、
国
家
の
み
が
義
務
を
請
け
負
う
主
体
に
な
る
こ

と
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
大
量
虐
殺
が
起
こ
っ
て
い

る
場
合
、
そ
の
取
締
り
の
義
務
が
犠
牲
者
の
居
住
す
る

国
家
の
み
に
課
さ
れ
る
の
だ
と
し
た
ら
、人
類
は
、ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
を
取
り
締
ま
る
国
家
に
住
む
人
々
と
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
を
行
う
国
家
に
住
む
人
々
に
二
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
（
二
一
頁
）。
こ
れ
で
は
、
最
低
限
の
人
権

は
究
極
的
に
は
保
障
さ
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
は
、
一
般
の
人
々
が
妥
当
と
考

え
る
で
あ
ろ
う
「
殺
さ
れ
な
い
権
利
」
を
守
る
義
務

（default duties

）
は
国
際
社
会
に
課
せ
ら
れ
る
と
論

ず
る
。
最
後
に
、マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
（M

ichael 

W
altzer

）
な
ど
の
論
を
引
き
な
が
ら
、
こ
の
義
務
の

概
念
が
国
際
社
会
に
共
有
さ
れ
る
た
め
の
条
件
を
列
挙

し
て
議
論
を
締
め
括
っ
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、ニ
コ
ラ
ス
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー
（N

icholas J. 

W
heeler

）
が
、
規
範
に
注
目
す
る
国
際
関
係
論
の
立

場
か
ら
一
九
九
〇
年
代
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
（
以

下
、
安
保
理
）
に
お
け
る
議
論
を
追
い
、
新
た
な
国
際

規
範
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
国

連
事
務
総
長
（
当
時
）
の
見
解
を
裏
づ
け
る
。
国
際
関

係
論
に
は
様
々
な
理
論
が
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
の

安
保
理
に
よ
る
人
道
的
介
入
の
支
持
を
説
明
す
る
た
め

に
は
、
国
家
主
権
に
関
す
る
共
通
規
範
に
注
目
す
る
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
（constructivism

）
が
有

用
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
国
家
の
同
意
が
な
く
て
も
人

道
目
的
の
た
め
に
武
力
介
入
を
容
認
す
る
規
範
は
、
ソ

マ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
に
お
け
る
大
量
虐
殺
に
対
す
る
国

連
の
失
策
へ
の
反
省
か
ら
発
展
し
た
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
規
範
の
明
文
化
は
、
N 

A 

T 

O
（
北
大
西
洋
条

約
機
構
）
の
コ
ソ
ヴ
ォ
空
爆
に
至
る
過
程
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
武
力
行
使
の
段
階
で
機
能
不
全
に
陥
る
安

保
理
の
問
題
を
必
ず
し
も
解
決
し
な
い
。「
保
護
す
る

責
任
」
報
告
書

）
1
（

は
、
大
規
模
な
人
道
危
機
を
防
止
・
停

止
さ
せ
る
決
議
の
採
択
に
対
し
て
拒
否
権
を
発
動
し
な

い
よ
う
常
任
理
事
国
に
勧
告
し
た
が
、
こ
の
案
に
よ
っ

て
も
、
国
連
が
武
力
行
使
を
行
う
か
否
か
に
つ
い
て
の

安
保
理
内
部
で
の
意
見
の
不
一
致
は
解
消
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
（
四
七
頁
）。

以
上
の
議
論
を
受
け
て
、
ウ
ェ
ル
シ
ュ
は
第
四
章

で
、
人
道
的
介
入
と
い
う
新
し
い
規
範
に
対
す
る
挑
戦

と
し
て
、
法
的
お
よ
び
倫
理
的
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
批

判
を
紹
介
し
、
最
も
深
刻
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
も

の
は
多
元
主
義
（pluralism

）
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
ヘ
ド
レ
イ
・
ブ
ル
（H

edley B
ull

）
や
ロ
バ
ー
ト
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
（R

obert Jackson

）
に
よ
れ
ば
、
正
義

を
目
的
と
し
た
人
道
的
介
入
に
よ
っ
て
国
際
社
会
の
秩

序
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
非
西
洋

諸
国
か
ら
は
、
人
道
的
介
入
の
議
論
が
帝
国
主
義
の
再

来
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
り
、
安
保
理
常
任
理
事
国

で
あ
る
中
国
は
「
内
政
不
干
渉
の
原
則
」
を
堅
持
す
る

姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
確
か
に
、国
家
主
権
お
よ
び「
内

政
不
干
渉
の
原
則
」
と
人
道
的
介
入
の
間
の
緊
張
関
係

に
つ
い
て
の
十
分
な
認
識
が
な
い
ま
ま
、
新
た
な
国
際

規
範
で
あ
る
「
責
任
と
し
て
の
主
権
」
が
殊
更
に
強
調

さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
概
念
が
政
治
的
道
具
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
増
大
す
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
こ
と
を
認
識
す
る
ウ
ェ
ル
シ
ュ
は
、
人
権
を

最
低
限
保
障
す
る
こ
と
と
、リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が
混
同
さ
れ
な
け
れ
ば
、
極

端
な
人
権
侵
害
に
対
す
る
人
道
的
介
入
を
正
当
と
み
な

す
意
見
の
一
致
は
あ
る
だ
ろ
う
と
、
示
唆
を
与
え
る

（
六
七
頁
）。
ま
た
、
非
西
洋
諸
国
の
信
頼
を
得
る
に
は

安
保
理
の
代
表
性
・
効
率
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
、
人
権
保
護
に
主
眼
を
置
く
の
で
あ
れ
ば
、
非
軍

事
的
手
段
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
強
調
さ
れ
た
（
六
七―

六
八
頁
）。

四
　

事
例
研
究

第
二
部
で
は
、
最
初
に
ア
ダ
ム
・
ロ
バ
ー
ツ
（Sir 

A
dam

 R
oberts

）
が
、
強
制
的
な
人
道
的
介
入
を
非
合

法
と
し
た
国
連
憲
章
制
定
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
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国
連
に
よ
る
人
道
問
題
へ
の
法
的
・
政
治
的
関
与
を
検

証
し
、
冷
戦
後
に
人
道
的
介
入
の
事
例
が
急
激
に
増
大

し
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
パ
ラ
ド
ク
ス
に
つ
い
て
論
じ

る
。
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
を
目
標
と
し
、
武

力
行
使
に
関
し
て
制
限
を
設
け
る
国
連
に
と
っ
て
、
人

道
的
介
入
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
ロ
バ
ー
ツ

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、「
内
政
不
干
渉
の
原
則
」

が
維
持
さ
れ
な
が
ら
も
「
人
権
法
」（H

um
an R

ights 

L
aw

）
お
よ
び
「
戦
争
法
」
も
し
く
は
「
国
際
人
道
法
」

（L
aw

s of W
ar

）
が
成
立
し
た
過
程
を
示
し
た
上
で
、

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
、
安
保
理
、
総
会
と
そ
の
他
の

国
連
機
関
、
人
道
的
介
入
に
否
定
的
態
度
を
示
す
国
々

に
焦
点
を
置
き
な
が
ら
、
冷
戦
後
の
国
連
に
よ
る
人
道

的
介
入
へ
の
関
与
を
分
析
す
る
。
こ
の
章
で
明
ら
か
に

な
る
の
は
、
人
道
的
介
入
が
も
た
ら
す
国
連
で
の
法
と

権
力
の
関
係―

具
体
的
に
言
え
ば
、人
道
的
介
入
が
、

米
国
の
国
連
離
れ
を
助
長
し
た
り
、
多
数
の
非
西
洋
諸

国
の
国
連
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
っ
た
り
す
る
可
能
性

を
秘
め
る
こ
と―

で
あ
る
。
そ
し
て
、
安
保
理
は
、

独
立
の
政
策
決
定
機
関
と
い
う
よ
り
は
自
国
の
利
益
・

関
心
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
国
家
集
団
に
近
い
た
め
、

人
道
的
介
入
は
政
治
的
に
利
用
さ
れ
や
す
く
な
る
と
い

う
問
題
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
国
連
が
人
道

危
機
に
瀕
し
て
い
る
地
域
に
対
し
て
機
能
し
な
い
可
能

性
も
高
い
と
指
摘
す
る
。

第
六
章
で
ニ
コ
ラ
ス
・
モ
リ
ス
（N

icholas M
orris

）

は
、
国
連
高
等
難
民
弁
務
官
事
務
所
（
U 

N 

H 

C 

R
）

で
勤
務
し
た
経
験
を
生
か
し
て
、
一
九
九
二
年
か
ら
の

バ
ル
カ
ン
半
島
に
お
け
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
紛
争
か
ら
N 

A 

T 

O
の
コ
ソ
ヴ
ォ
空
爆
ま
で
の

過
程
を
分
析
し
、
介
入
の
教
訓
を
導
き
出
し
て
い
る

（
一
一
六―

一
一
八
頁
）。
そ
の
教
訓
と
は
、
早
期
の
紛

争
予
防
と
介
入
が
信
頼
性
の
あ
る
形
で
行
わ
れ
る
こ

と
、
人
道
的
活
動
の
意
図
は
人
道
被
害
の
防
止
に
あ
る

と
明
確
に
示
し
、
人
道
上
の
犯
罪
を
司
法
に
よ
っ
て
取

り
締
ま
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
N 

A 

T 

O
の
よ
う
な

地
域
的
機
関
が
武
力
介
入
を
行
う
場
合
で
も
国
連
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
政
治
的
・
軍
事
的
措
置
か

ら
人
道
的
活
動
の
独
立
性
を
保
つ
こ
と
、
の
諸
点
で
あ

る
。
モ
リ
ス
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に
お
け
る
紛
争
へ
の

介
入
が
遅
す
ぎ
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
コ
ソ
ヴ
ォ
危
機
へ
の
対
応
を
空
爆
と
い
う
手
段

に
限
っ
た
こ
と
か
ら
介
入
の
効
果
が
低
下
し
た
点
を
批

判
し
、
人
道
危
機
へ
の
早
期
対
応
が
重
要
で
あ
る
と
強

調
し
て
い
る
。

第
七
章
で
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
メ
イ
オ
ー
ル
（Jam

es 

M
ayall

）
が
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
人
道
的
介
入
の
課
題

に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
冷
戦

下
で
は
、
白
人
に
よ
る
独
裁
支
配
を
終
わ
ら
せ
る
た
め

の
武
力
介
入
に
消
極
的
な
欧
米
諸
国
に
対
す
る
失
望
感

が
ア
フ
リ
カ
に
は
存
在
し
、
さ
ら
に
植
民
地
化
さ
れ
た

経
験
か
ら
、
内
政
干
渉
に
あ
た
る
武
力
行
使
に
懐
疑
的

態
度
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
メ
イ
オ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、

冷
戦
後
の
ア
フ
リ
カ
に
は
、
人
道
に
か
か
わ
る
問
題
を

投
げ
か
け
る
四
つ
の
要
因
が
あ
る
。
第
一
に
、
冷
戦
後

の
人
道
危
機
は
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
頻
繁
に
発
生
し
て

い
る
事
実
、
第
二
に
、
人
道
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
国
家
そ
の
も
の
が
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
い
う
傾

向
、
第
三
に
、
西
洋
諸
国
の
利
害
と
ア
フ
リ
カ
の
ニ
ー

ズ
と
の
不
一
致
が
介
入
を
妨
げ
る
こ
と
、
第
四
に
、
大

国
の
利
益
が
か
か
わ
っ
て
い
な
い
人
道
危
機
へ
の
対
応

は
、
国
連
や
地
域
的
機
関
に
託
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
メ
イ
オ
ー
ル
は
、
人
道
危
機
に
対
す
る
安

保
理
の
対
応
が
一
貫
性
を
持
た
な
い
た
め
に
、
ア
フ
リ

カ
に
お
い
て
は
人
道
的
介
入
と
い
う
新
し
い
規
範
が
支

持
さ
れ
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
る
（
一
三
二
頁
）。
そ

の
上
で
、
ソ
マ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

の
事
例
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
の
「
破
綻
国
家
」（failed 

state

）
が
抱
え
る
困
難
や
実
際
の
人
道
的
介
入
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
八
章
で
は
、
人
道
的
介
入
が
比
較
的
成
功
し
た
例

と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
事
例

を
扱
っ
て
い
る
。
一
九
九
九
年
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
住

民
投
票
に
お
い
て
多
数
決
を
占
め
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の
独
立
に
反
対
す
る
民
兵
の
攻
撃
に
対
し
て
、
安
保

理
決
議
の
授
権
の
下
で
多
国
籍
軍
が
派
遣
さ
れ
た
。
い

か
な
る
軍
事
的
介
入
に
も
拒
否
反
応
を
見
せ
て
い
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
国
連
の
平
和
維
持
部
隊
を
受
け
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
追
う
こ
と
で
、
こ
の
同
意

は
、
被
介
入
国
の
積
極
性
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
外
部
か
ら
の
政
治
的
圧
力
の
も
と
で
形
成
さ
れ
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た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
章
を
担
当
す
る
元

U 
N 
A 

M 

E 

T
（
国
連
東
テ
ィ
モ
ー
ル
支
援
団
）
代

表
の
イ
ア
ン
・
マ
ー
テ
ィ
ン
（Ian M

artin

）
に
よ
れ

ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
態
度
の
変
化
は
、
ハ
ビ
ビ

政
権
（
当
時
）
の
脆
弱
性
に
加
え
て
、
民
兵
の
攻
撃
に

反
対
す
る
テ
ィ
モ
ー
ル
民
族
抵
抗
評
議
会
な
ど
に
よ
る

国
際
世
論
の
喚
起
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
情
勢
を
憂
慮
す
る

A 

P 

E 

C
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）
の
宣

言
、
経
済
制
裁
的
な
措
置
を
示
唆
す
る
I 

M 

F
（
国

際
通
貨
基
金
）
お
よ
び
世
界
銀
行
に
よ
る
警
告
、
日
豪

米
の
外
交
的
圧
力
、
ア
ナ
ン
事
務
総
長
の
働
き
か
け
と

い
っ
た
複
合
的
要
因
に
基
づ
く
。
最
後
に
、
マ
ー
テ
ィ

ン
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
の
遅
す
ぎ
た
介
入
に
よ
り
、

犠
牲
者
た
ち
に
対
す
る
「
保
護
す
る
責
任
」
は
果
た
さ

れ
な
か
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
一
六
二
頁
）。

第
九
章
で
は
、
国
際
法
学
者
の
サ
イ
モ
ン
・
チ
ェ
ス

タ
ー
マ
ン
（Sim

on C
hesterm

an

）
が
、
二
〇
〇
一
年

九
月
の
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
す
る
米
国
の
武
力
攻
撃
に
つ
い
て

検
証
し
、
現
在
の
国
際
政
治
に
お
い
て
人
道
的
介
入
の

論
理
が
ど
の
よ
う
に
援
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
問

題
点
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

タ
リ
バ
ン
政
権
が
、
テ
ロ
集
団
・
ア
ル
カ
イ
ー
ダ
の
温

床
で
あ
る
と
し
て
、
米
国
は
安
保
理
か
ら
の
授
権
を
得

な
い
ま
ま
、
自
衛
と
い
う
目
的
で
空
爆
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
軍
事
的
報
復
措
置
は
国
際
法
違
反

で
あ
る
と
の
国
内
外
で
の
非
難
を
受
け
て
、
そ
れ
ま
で

は
付
随
的
な
目
的
に
過
ぎ
な
か
っ
た
人
道
危
機
の
回
避

が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
の
主
要
目
的
と
し
て
言
及
さ

れ
始
め
た
（
一
六
四―

一
六
八
頁
）。
こ
う
し
た
米
国

の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
転
換
か
ら
、
チ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
は
純

粋
な
人
道
目
的
に
基
づ
く
武
力
介
入
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
う
現
実
を
描
き
出
す
と
同
時
に
、「
保
護
す
る
責

任
」
概
念
の
浸
透
を
背
景
に
、
米
国
は
政
権
崩
壊
後
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
再
建
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た

と
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

五
　

人
道
的
介
入
の
規
範
化

終
章
で
、
編
者
で
あ
る
ウ
ェ
ル
シ
ュ
が
以
上
の
議

論
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
ツ
ヴ
ェ
タ
ン
・
ト
ド
ロ
フ

（T
zvetan Todorov

）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
問
い

―

人
権
を
守
る
た
め
の
「
正
義
」
の
行
為
が
悪
に
転

じ
る
の
を
回
避
で
き
る
の
か―

と
い
う
人
道
的
介
入

の
根
本
問
題
に
挑
ん
で
い
る
。
人
道
的
介
入
は
本
来
、

正
義
を
も
た
ら
す
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

軍
事
的
手
段
を
用
い
る
こ
と
で
生
じ
る
破
壊
は
さ
ら
な

る
人
道
危
機
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、さ
ら
に
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
へ
の
攻
撃
に
お
い
て
人
道

目
的
が
軍
事
介
入
と
い
う
行
為
に
付
与
さ
れ
る
事
態
が

起
き
て
い
る
。
ウ
ェ
ル
シ
ュ
は
、
紛
争
後
の
国
家
建
設

と
い
う
課
題
を
国
際
社
会
が
認
識
し
始
め
た
こ
と
を

「
介
入
者
」
か
ら
「
犠
牲
者
」
へ
の
視
点
の
転
換
と
解

釈
し
、
こ
れ
を
ト
ド
ロ
フ
の
問
い
に
対
す
る
一
応
の
解

答
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
保
護
す
る
責
任
」
報

告
書
に
つ
い
て
、
軍
事
的
介
入
を
想
定
し
た
「
対
応
す

る
責
任
」
の
他
に
「
予
防
す
る
責
任
」「
再
建
す
る
責
任
」

に
言
及
し
、「
犠
牲
者
」
の
視
点
を
組
み
入
れ
た
も
の

と
し
て
評
価
す
る

）
2
（

。

つ
い
で
ウ
ェ
ル
シ
ュ
は
、「
保
護
す
る
責
任
」
報
告

書
の
よ
う
に
人
道
的
介
入
に
適
用
す
べ
き
基
準
を
提
供

す
る
こ
と
が
正
当
性
を
高
め
る
上
で
も
重
要
だ
と
認
め

な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
基
準
を
安
保
理
が
遵
守
し
な
い

場
合
、安
保
理
の
信
用
低
下
に
つ
な
が
る
と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、
自
国
の
利
益
に
基
づ
く
行
動
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
を
恐
れ
て
、
米
国
が
人
道
的
介
入
に
つ
い
て
の
明

確
な
基
準
設
定
に
反
対
し
て
い
る
問
題
や
、
理
論
的
な

議
論
に
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
る
こ
と
で
、
作
業
段

階
で
発
生
す
る
諸
問
題
へ
の
対
応
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ

て
し
ま
う
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、

今
回
の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
に
お
い
て
ウ
ェ
ル
シ
ュ
は

新
た
に
二
〇
〇
五
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
成
果

文
書
を
分
析
し
、
こ
の
文
書
に
「
保
護
す
る
責
任
」
概

念
が
盛
り
込
ま
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
無
制

約
・
無
制
限
の
形
で
の
武
力
介
入
が
容
認
さ
れ
る
と
い

う
不
安
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
論
証
す
る

（
一
八
五―

一
八
八
頁
）。
最
後
に
、
武
力
介
入
に
伴
う

問
題
を
含
み
な
が
ら
も
、「
保
護
す
る
責
任
」
が
国
連

の
文
書
に
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
ル

ワ
ン
ダ
に
お
け
る
大
量
虐
殺
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
集
団
的
な
罪
の
意
識
が
根
底
に
あ
る
と
し
て
、

議
論
を
締
め
括
っ
て
い
る
（
一
八
八
頁
）。
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六
　

本
書
の
示
唆
す
る
も
の

本
書
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
介
入
す
る
理
由
、

介
入
の
実
効
性
、
介
入
す
る
側
の
権
威
の
正
当
性
と
倫

理
的
判
断
の
当
否
、
な
ど
の
点
で
、
人
道
的
介
入
に
付

随
す
る
問
題
は
尽
き
な
い
。
な
か
で
も
評
者
が
印
象
づ

け
ら
れ
た
の
は
、
人
道
的
介
入
を
支
持
す
る
国
際
規
範

の
発
展
が
近
代
以
降
の
国
際
秩
序
原
理
を
問
い
直
し
て

い
る
一
方
、
そ
の
規
範
が
無
視
さ
れ
る

0

0

0

0

0

か
、
あ
る
い
は

人
道
を
目
的
と
す
る
本
来
の
意
図
と
は
別
の
形
で
使
わ
0

0

れ
る
0

0

点
で
あ
る
。
人
道
危
機
に
瀕
し
て
い
る
地
域
が
大

国
の
利
益
と
の
関
連
性
を
持
た
な
い
場
合
、
人
道
的
介

入
が
実
施
さ
れ
に
く
い
こ
と
は
、
本
書
で
も
何
度
と
な

く
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ス
ー
ダ
ン
西
部
の
ダ
ル
フ
ー
ル

紛
争
が
放
置
さ
れ
て
い
る
現
状
は
ま
さ
に
そ
の
典
型
で

あ
る

）
3
（

。
本
書
で
、
現
場
の
状
況
を
知
る
二
人
の
国
連
関

係
者
が
共
に
早
期
介
入
の
必
要
性
を
訴
え
た
こ
と
は
、

人
道
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
犠
牲
者
を

救
う
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
な
い
こ
と
の
無
念
、
あ
る
い

は
、
そ
う
し
た
悲
劇
的
状
況
に
な
る
ま
で
放
置
し
て
い

た
こ
と
へ
の
反
省
を
描
い
た
映
画
『
ホ
テ
ル
・
ル
ワ
ン

ダ
』
や
『
ル
ワ
ン
ダ
の
涙
』
な
ど
を
想
起
さ
せ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
チ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
が
示
す
よ
う
に
、
国

連
の
手
続
き
の
な
い
ま
ま
、
あ
る
国
が
他
の
国
に
対
し

て
武
力
攻
撃
を
行
う
際
に
人
道
的
介
入
の
論
理
が
「
私

物
化
」
さ
れ
れ
ば
、
人
道
的
介
入
に
対
す
る
疑
念
は
募

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
新
た
な
規
範
と
し
て
の
「
保
護

す
る
責
任
」
が
ど
こ
ま
で
国
際
社
会
に
共
有
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
あ
る
国
の
内
戦
や
人
道
危

機
の
拡
大
が
別
の
国
の
主
権
を
脅
か
す
事
態
が
あ
る
こ

と
を
想
定
す
れ
ば
、
人
権
と
「
内
政
不
干
渉
の
原
則
」

は
全
く
相
容
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
補
完
的
な

関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
際
社
会
の
一
致
し
た
見

解
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
ウ
ィ
ー
ラ
ー
や
ウ
ェ
ル
シ
ュ

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
連
に
は
国
家
主
権
の
概
念
を

再
解
釈
す
る
こ
と
に
疑
念
を
抱
く
国
も
少
な
く
な
い
。

た
と
え
ば
、
半
植
民
地
化
に
よ
っ
て
国
内
政
治
が
甚
だ

し
く
侵
害
さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
中
国
は
、「
内
政
不

干
渉
の
原
則
」
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
、

ロ
シ
ア
も
こ
の
原
則
を
重
視
し
て
い
る

）
4
（

。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
国
も
安
保
理
の
授
権
と
被
介
入
国
の
合

意
が
あ
る
場
合
は
人
道
的
介
入
を
支
持
し
、近
年
で
は
、

例
え
ば
中
国
の
軍
隊
が
積
極
的
に
国
連
平
和
維
持
活
動

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

）
5
（

。
こ
う
し
た
動
き
は
、
各

国
が
自
国
の
影
響
力
を
伸
張
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
同
時
に
、
国
連

の
正
当
な
手
続
き
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
軍
隊
の
介
入
を

支
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
の
表
れ
と
も
解
釈
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
純
粋
な
人
道
目
的
の
た
め
だ
け
の

介
入
は
期
待
で
き
な
い
に
せ
よ
、
お
互
い
の
猜
疑
心
を

除
き
、
人
道
危
機
に
対
処
す
る
た
め
に
、
多
く
の
国
が

支
持
で
き
る
よ
う
な
基
準
と
方
法
に
つ
い
て
の
議
論
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
無
駄
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、「
破
綻
国
家
」に
お
い
て
人
道
危
機
が
起
こ
っ

た
場
合
は
、
い
か
な
る
介
入
を
行
う
に
し
て
も
そ
れ
が

か
な
り
長
期
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
当
初
か
ら
予
定

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
仮
に
国
際
機
関
も
し
く
は
地
域

的
機
関
が
武
力
介
入
を
行
っ
て
紛
争
を
停
止
さ
せ
た
と

し
て
も
、
紛
争
後
の
政
治
的
権
力
を
確
立
す
る
の
は
非

常
に
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。ソ
マ
リ
ア
な
ど
の
事
例
は
、

正
当
な
権
威
を
確
立
し
て
国
家
機
能
を
再
構
築
す
る
た

め
に
は
治
安
維
持
の
他
に
、
そ
の
国
の
経
済
、
社
会
レ

ベ
ル
で
の
構
造
的
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と

を
示
す
典
型
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
人
道
的
介
入
に

は
、
地
域
的
な
国
際
機
関
や
近
隣
諸
国
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。
近
年
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
連
合
が
地
域
内
の

内
戦
や
民
族
浄
化
を
停
止
さ
せ
る
措
置
を
取
る
方
向
で

検
討
し
始
め
た
の
は
、
大
国
の
利
害
が
絡
ま
な
い
国
家

の
紛
争
に
対
す
る
地
域
的
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る

点
で
、
注
目
に
値
す
る

）
6
（

。
こ
う
し
た
努
力
が
実
効
性
の

あ
る
形
で
実
を
結
ぶ
の
か
は
不
確
か
で
あ
る
が
、
人
道

的
介
入
の
問
題
は
、
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
・
地
域

協
力
体
制
の
あ
り
方
を
も
問
い
直
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。最

後
に
、
日
本
と
人
道
的
介
入
の
関
係
に
つ
い
て
付

言
し
て
お
き
た
い
。人
道
的
介
入
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
国
際
法
や
国
際
政
治
の
学

会
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
雑
誌
で
も
こ
の

テ
ー
マ
の
特
集
が
組
ま
れ
た

）
7
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
安
保

理
へ
の
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指
す
国
に
し
て
は
、
こ
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の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
は
活
発
で
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
本
書
が
示
す
よ
う
に
、
人
道
的
介
入
は
倫
理
的

な
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
治
的
な
深
慮
を
必
要
と

す
る
問
題
で
あ
る
が
、
日
本
の
場
合
、
人
道
的
介
入
を

理
由
に
憲
法
改
正
を
は
か
る
動
き
と
そ
れ
に
対
す
る
反

対
論
が
あ
り
、
人
道
的
介
入
が
政
治
的
問
題
に
な
る
の

は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
近
年
で
は
特
に
、
安
保
理

の
承
認
が
な
い
ま
ま
に
米
国
が
行
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
空
爆
や
イ
ラ
ク
攻
撃
に
対
し
て
日
本
が
支
援
を
行
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
原
則
の
な
い
ま
ま
、
米
国
が
言
う

と
こ
ろ
の
人
道
的
介
入
の
論
理
を
支
持
す
る
傾
向
に
危

機
感
を
抱
く
声
が
あ
る
。
日
本
が「
人
間
の
安
全
保
障
」

を
外
交
指
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
一
方
、
国
内
に
お
け

る
外
国
人
の
人
権
保
護
に
つ
い
て
は
他
の
先
進
諸
国
に

比
べ
て
劣
っ
て
い
る
点
か
ら
も
、
政
治
的
原
則
の
欠
落

に
対
す
る
懸
念
を
ま
す
ま
す
強
く
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
道
危
機
に
瀕
す
る
「
犠
牲
者
」
に
対
し
て
何
が

で
き
る
の
か
と
い
う
深
刻
な
問
い
に
は
、
日
本
と
い
う

国
が
抱
え
る
状
況
と
一
度
は
切
り
離
し
た
上
で
、
個
人

が
真
摯
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る

）
8
（

。
日
本
に
お
け
る
安

保
理
常
任
理
事
国
入
り
の
議
論
が
、
国
連
の
財
政
分
野

へ
の
貢
献
が
多
大
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
点
に
偏
り
が

ち
な
現
状
を
糺
上
で
も
、
人
道
危
機
に
ど
の
よ
う
に
対

処
し
、
人
道
的
介
入
の
諸
課
題
と
克
服
の
方
法
に
つ
い

て
、
各
自
が
真
剣
に
考
え
る
と
き
が
来
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
冷
戦
後
の
国
際
社
会
に
お
い
て
人

道
的
介
入
が
重
要
課
題
に
な
っ
た
経
緯
と
武
力
介
入
に

伴
う
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
本
書
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
多
い
。

注
（
1
）
　

二
〇
〇
一
年
十
二
月
の
「
介
入
と
国
家
主
権
に

関
す
る
国
際
委
員
会
」（
通
称
I 

C 

I 

S 

S
）
に

よ
っ
て
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
に
上

程
さ
れ
た
報
告
書
を
指
す
。T

he International 

C
om

m
ission on Intervention and State Sover-

eignty, T
he R

esponsibility to P
rotect: R

eport of 

the International C
om

m
ission on Intervention 

and State Sovereignty, (O
ttaw

a: International 

D
evelopm

ent R
esearch C

enter, 2001).

（
2
）
　

千
知
岩
は
、「
犠
牲
者
」
で
あ
る
民
間
人
を
守

る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
介
入
し
た
軍
隊
の
戦
争

犯
罪
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
必
要
や
、
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
や
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
使
用
の
問
題
に
つ
い
て

「
保
護
す
る
責
任
」
報
告
書
が
触
れ
て
い
な
い
こ

と
は
、「
重
大
な
欠
陥
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

千
知
岩
正
継
「
人
道
的
介
入
論
の
最
近
の
動
向
と

そ
の
課
題―

「
介
入
す
る
権
利
」
か
ら
「
保
護

す
る
責
任
」
へ―

」『
政
治
研
究
』（
九
州
大
学

政
治
研
究
会
）、
第
五
一
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、

一
九
〇
頁
。

（
3
）
　

L
ee Feinstein, D

arfur and B
eyond: W

hat 

is N
eeded to P

revent M
ass A

trocities (C
ouncil 

Special R
eport, no. 22), (N

ew
 York: C

ouncil on 

Foreign R
elations, January 2007).

（
4
）
　

T
h

e In
tern

ation
al C

om
m

ission
 on

 In
-

terven
tion

 an
d S

tate S
overeign

ty, T
he 

R
esponsibility to Protect: R

esearch, B
ibliography, 

B
ackground: S

upplem
entary Volum

e to the 

R
eport of the International C

om
m

ission on 

Intervention and State Sovereignty (O
ttaw

a: 

International D
evelopm

ent R
esearch C

enter, 

2001), pp. 391― 398.

（
5
）
　

B
ates G

ill and Jam
es R

eilly, “ Sovereignty, 

Intervention and Peacekeeping: T
he V

iew
 

from
 B

eijing” , Survival, vol. 42, no. 3, A
utum

n 

2000, pp. 41― 59.

（
6
）
　

N 

A 

T 

O
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
人
道
危
機
に
対

処
す
る
た
め
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
連
合
の
軍
事
的
能

力
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
意
見
も
あ
る
。D

avid 

C
. G

om
part, “ For a C

apability to P
rotect: 

M
ass K

illing, the A
frican U

nion and N
A

T
O

” , 

Survival, vol. 48, no. 1, Spring 2006, pp. 7― 18.

（
7
）
　

例
え
ば
、『
国
際
問
題
』、
第
四
九
三
号
、

二
〇
〇
一
年
四
月
。『
国
連
研
究
』（
日
本
国
際
連

合
学
会
）、
第
二
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
。

（
8
）
　

こ
の
点
に
関
し
て
、「
護
憲
派
」
と
し
て
知
ら
れ

る
坂
本
義
和
が
、「
冷
戦
終
結
後
の
『
人
道
的
介
入
』

の
例
を
、
思
想

0

0

の
問
題
と
し
て
ど
う
受
け
と
め
る

の
か
と
い
う
問
い
を
、
冷
戦
後
の
平
和
主
義
や
護

憲
の
立
場
は
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ

た
こ
と
は
、
新
た
な
問
題
意
識
の
表
れ
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
坂
本
義
和
『
相
対
化
の
時
代
』
岩

波
文
庫
、
一
九
九
七
年
、
七
三―

七
五
頁
。


